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新約聖書ギリシャ語を現代語式発音で教える事について

杉山世民

どのよう な 言 語であ れ、ぞれが生きた言語ど Lて 人間生活の中て用いりれ

ている限り、その言 語 の 発音は生 4舌においても、また、研究においても重要

であるこどは言うを待たない。 Lか L、古代のギリシ ャ 人 が 、 ど の よ う な 発

音てギリシャ語を話 Lていたかを正確に知る人は 誰 も い な い 。 紀 元 前 五 世 紀

の古代アテ平の黄金 時 代 の ギ リ シ ャ 語 の 発 音 を 復 元 し ようと努力 Lたエラス

ムスの評価は惜 Lむべきではないが、新約聖書のギリシャ語は、アレキサン

ダ一大 王の後 、 いわゆ るコイネ一期、あるいはヘレニズム期ピ呼ばれる時代

に 、地中 海地方において 広〈用いられていたものてあり 、 古 典 期 の ギ リ シ ャ

語ピは、発音においてもかなり異なっていたと考えるのは妥当である。

F. B 1 a ss と A. Debrunnerは、新約聖書のギリシャ語が、地中海池方にお

いて話されていたイタリア語、スベイン語、 7 '7ンス語、ギリシャ語、アラ

ビア語、 トノ〆コ 語 などの 要 素 の 入 り 混 じ っ た 「 混 成言 語 (1ingua franca)J 

に属するど言うが、新約聖吉が書かれた紀元一世紀に地中 4毎地方て共通に話

されていた極普通 (KOlY内)の言語が、新約聖書の ギリ シ ャ語てあったこどは、

1. H. Youlton の『エジプトの掃溜から (From Egyptian Rubbish Heap)~ ピ

いうパピルスの発見 の 話 か ら も 哀 付 け ら れ る 。 又 、 例 えば、 T口口Ull口が、誤っ

て 1pasIlQ ピ表記 さ れているパピルスの存在は、口Uというこ重母音が現代式

の発 音に 近 づ い ているこどをよく示 Lているど言える o

今回、大体、ど こ の 神学 校 で も 新 約 聖 書 ギ リ シャ語が、教えられる場合に

はオ ランダ の 学 者エラスムスによって考案された「エテスムス式発音」て読

まれ、 教えら れ る場合 が多い。しかも、この「エラスムス式発音」は米国人

が発音 すれば 、 英語な まりが入り込み、時にはドイツ語なまりさえ混入 Lた

つす る場合もあって、聞いていて余りをべ..Lない c それよりも現代語の発音

で読む方が、はるかに真実味があって良いど私は、思っている c 尤も、紀元

cり



一世紀のギリシャ語をいきなり現代諸式で発音するのには多少の無理がある

ピ忠われるかも知れないが、しかし、私の恩師、織田 昭 先 生 が 『 ギ リ シ ャ

語小 辞典』に書いておりれるように、今日のギリシャ 人がホメーロスの作品

を読むのに現代式の発音で読むこどを思えば、我却 が 「古事言己」ゃ「万葉集 J

などの古 典 作 品 を 現 代 式で発音するのピ同じで、それほどおか Lくもないの

であ ろう。アテネ大学の神学部の教室て、私のお世話 になった新約学のプル

ガリス 教授が へ ブ ル書を現代語式で朗読された後「ギリシャ語ピいうのは美

Lぃ!Jどいう感嘆 の 戸をもらされたのを忘れるこピができない。

私 は、新約聖書のギリシャ語からギリシャ語の世 界に入 っ て 行 っ た が 、 現

代 ギリシャ語も、古典ギリシャ語も本質的には、同じーっのギリシャ語とい

う言語であって、時代 の推移による様 4 な変化はあっても、関本先生が言っ

ておられるようにギリシャ語を「全体 j どして捕ら える必要があるピ思う。

「古代 から現代まで三千年に亘る一貫した発展の歴史をもっ言語ギリシャ語

は、それ全体が一つの大きい興味のある対象てなければならない。 J (関本

互著『現代ギリシャ語文法.! )そのような意味ても、私は、現代ギリシャ語

を発音も含めて大切に 思い、重要視する者の一人である。

私は、 大 阪 聖 書 学院の教室で新約聖書のギリシャ語を現代語式の発音でずっ

ピ教え てきた。たピえ「 無謀」ピ非難されても、ギリシ ャ 語 を 歴 史 的 に 生 き

た一つの言語ピ Lて教えるのに、あるいは、学ぶのに、今も、現に歴史の中

に生きているギリシャ人 に よ っ て 、 生 き た 生 活 の 中で 実際に使われている発

音を用いて教える方がギリシャ語ピいう言語の持つ 「生きた心」を学びやす

いように忠われてならない。本来、言語ピいうものは 、決 Lて自己目的的な

も のではな〈、あ〈までも人間同士の心を伝える道具、手段であって、ごの

ギリシャ語どいう道具、手段を俊って何を学ぼうどするのかピいう事の方が、

より大切 な こ と で あるど考えている。ギリシャ語という言語の持つ美しさや

表現能力の笠かさにのみ目を向けるだけでな〈、この言 語が、その歴史にお

いてどのように用いりれて来たかピいうことにも目を向ける必要があろう。

新 約聖書のギリシ ャ語が、ただ、いわゆる学者や知識層の人達だけではな

〈 、当時の地中海世界の一般の人 4 に広〈用いられていたコイネー(キニー)

ギリシャ語であったこどは興味深い側面を持っている。発音も、又、ギリシャ

語ピいう言 語 の 持 つ 美 Lさの一つである。長い歴史的経 過を経て現在に互っ

てい る 現 代語式の発音を大切に Lたいピ思っている。
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